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"

マ

ル

ク

ス

の

労

賃

論

(
こ

森

目
次
一

緒
一言

第

一

勢
働
力

の
個
個
(
以
上
本

號
所
載
)

第

二

勢
働
力

の
慣
格

結
論

耕

二

郎

緒

言

嘗
て
述

・鬼

る
如
鶴

客
観
的
勢
賃
詮

(主
観
的
勢
賃
説
及
び
労
賃
の
需
要
供
給
説

に
封
ず
ぽ

、
遠
ー
チ
ユ
ル

ゴ
ー
よ
リ
リ

カ
ア
ー3
を
経

て
、

マ
ル
ク
ス
に
至

る
間

に
於

て
、
最
低

必
要
生

活
費
説

、
リ

カ
ア
ド

の
勢
賃
論

(所

謂
勢
賃

鐵
則
説

)
、
及

び

マ
ル
ク
ス
の

勢
賃

論

こ
な

っ
て
、
.勢
賃
學
説
史

上
極

め
て
重
要

な
る
地
位

を
占

め
て
み

る
の
で
め

る
が
、
そ
れ
は

マ
ル
ク

ス
の
労
賃

論

に
於

て
、
客
観
的
勢
賃
論

ε
し

て
ほ

い
完
成

せ
る
形

を

ご
る
に
至

っ
陀
ご
認

む

る
こ
ご
は
、
大
艦

に
於

て
當
を
得

て
み

る
ご
思
は
れ

る
。
随

っ
て
勢
賃

の
本
質

を
見
ん

こ
す

る
に
當

b
て
、
客
観

的
勢
賃
論

の
是
非
を
吟
味

す

る
場
合

に

は
、
先

づ
以

て

マ
ル
ク
拓
の
劣
賃
論

を
其

論
議

の
対
象

こ
す

。へ
き

こ
ご
は
、

正
に
當
然

で
あ
る

ご
云
は
ね
ば
な
ら

温
。

次

に

マ
川
ク

ス
の
勢
賃

論

は
、
或

る
意
味

に
於

て

、
彼
れ

の
経
濟
思
想
囎

系
の
基

本
を
成
し

て
み
る
。
即

ち
彼

に
あ

り
て
は
、
鍛
剰
慣
値

の
登
生

、
資

本
蓄
積

の
進

行
、

及
其
行

詰
り
等

、
資
本
主
義
制
生
産

方
法

に
特
有

の
事

象

の
闡
明
は
、
勢

働
力

の
債
値
及
偵
格

の
問

題
よ
り

出
登

せ
ら
れ

て
る
る
。
故

に
彼

れ
の
経
済
理
論
を

正
當

に
理

説

苑

マ
ル
ク
ス
の
軸労
賃
茄

第
十
入
巻

(第
五
號

一
一
九
)

九
八
一

1)拙 稿『客観的野賃 論の史 的登展』(本誌第十八谷第三號及第四號所載)。
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説

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

第
十
八
巷

(第
五
號

一
二
〇
)

九
八
二

解

せ
ん

こ
せ
ば
、
先

づ
彼
れ

の
鋒

賃
論

の
如

何
な

る
も

の
な

る
か
を
瞭

か
に
了
解
し

て
置

く

こ
ご

が
必
要

で
め
り
、

且

つ
ヌ
彼

れ
の
勢
賃

論

の
是
非

は
、
必
然

的
に
彼

の
全

経
済

理
論

に
影
響
を
及

ぼ
さ

い
る
を
得

な

い
の
で

あ
る
。

こ
の

二
つ
の
概

瓢
よ

b
、
私
は
本
稿

に
於

て

マ
川

ク
ス
の
労
賃

論
の

一
般
を
研
究
し

て
見

や
う

こ
し
だ

の
で
あ

.

る
。
然

る

に
彼

れ

の
労
賃
論

は
、

他

の
経
済

理
論

ご
同

じ

や
う

に
、
彼
れ

の
全

繹
濟
思
想
鵬
系

の

一
部
を

成
す

も

の

ご
し

て
、
諸

所

に
散

在
し

て
を

り
、
そ
れ
自

身
教
科
書

的

に
纏

り
把

る
膿
裁
を
備

へ
て
居
ら

識
結
果
、

そ
れ
を

克

ぐ
理
解
し

て
統

「
的
秩
序

的

に
述

ぶ
る
こ
ご
に
は
、
勘

か
ら
ざ

る
困

難

が
俘

ふ
の
を
畳

僭

せ
ね
ば
な
ら

調
。

さ
て

マ
ル
ク

ス
の
労
賃
論

に
は
、
.私
の
見

る
所

に
よ
れ
.ぱ
、
他

の
労
賃
論

に
於
け

る
ご
異
な

り
、
勢

働
力

の
慣

値

に
就

て
の
法

則
、
即
ち
勢

賃
の
基
本

的
若

く
は
翻

的
法
則

こ
も
構
し
得

べ
き
も
の

こ
、
勢

働
力
債
値

の
實
現

に

就

て
の
法
則
、
帥
ち
現
實
勢

賃

の
法

則
若
く

は
勢
賃

の
動

的
法
則

こ
も
幕

し
得

べ
き
も
の

こ
の
、

二

つ
の
法

則
が

見

出
さ
れ
る
。

面
し

で
斯
模

に
二
様

の
法
則
を
立
す

る
態
度

は
、

已

に
い
ぐ
ら

か
は
リ

カ
ァ
ド

の
労
賃

論

に
於

て

も
見
ら

る
、
所

で
め

る
が
、
し

か
し

こ
の
態
度

は
、

マ
ル
ク

ス
に
至

っ
て
始

め
て
明
瞭

に
現
は
れ
、
彼

濁
特

の
立

場
よ

り
彼

特
有

の
勢

賃

法
則

こ
な
り
得

て
み

る
の
で

あ

る
。

こ
の
労
賃

の
某
本

的
法

則
な
ら

び
に
現
質

的
法
則
を

説

く

こ
こ
ろ
の
態
度

は
、

一
般
商

品

に
於
て
、

慣
値

法
則
な
ら

び

に
債
権
法

則
を
主

張
す

る
態
度

ご
同

一
で
あ

っ

て
、
要
す

る
所
、

マ
ル
ク

ス
は
資
本
主
義
制
生

産
方

法

の
下

に
お
け
る
労
働
力

を

　
商

品

ご
見

る
こ
ご
に
徹
底

し

て
み
る
ご
云

ひ
得
ら

る
、
の
で
あ
る
。

勿
論
、
勢

働

(力

)
を
商

品

ご
見

る

べ
き
か
否

か
、

從

っ
て
労
賃

は
そ

の
労

働

(力
)
の
代
償

ご
見

る
べ
き
か
否

か

●



11
就

て
は
、
従
来
屡

々
論
議

せ
ら
れ
仁
。
し
か
し
な

が
ら
私

の
見

る
所

に
よ
れ

ば
、
勢

働
(カ

)
が
、
現
今

の
資
本

主
義
制
生
産
方

法
の
下

に
於

て
、

一
の
商
品

こ
し
て

交

換
市
場

に
現

は
れ

る
こ
ご
は
、

疑

ふ

べ
く
も
な

い
ご
思

ふ
。し

か
ら
ば

マ
ル
ク

メ
は
果
し

て
如
何

な
る
理

由
に

よ
り
、
勢

働
力

を
商
品
、
而
も
特
種
な

る
商

品
ご
見

に
の
で

あ

る
か
?

こ
れ

に
裁

て
彼

れ
の
所
説

を
吟
味

す
る

こ
ご
は
、
彼

れ

の
労
賃
論
を
理
解

す

る
に
向

っ
て

の
第

】
歩

を

成
す
。
私
は
先

づ
.こ
の
鮎

に
關
し
、

私
の
見

る
所

に
よ
り
、
左

に
若
干

の
考
察
を

試
み

る
で
あ

ら
う
。

抑
も
生
産
物

が
商

品

こ
し
て
出
現
す

る
セ

め

に
は

、
肚
會
内
部

の
分
業

が
充
分

に
登
達
し

て
み
て
、

か

の
物

々

交
換

に
端
を
饗
す

る
所

の
使
用
慣
値

ご
変
換
便
値

ゼ

の
分
離

が
、
已

に
完
成

さ
れ

て
み
る

こ
ご
を
前
提

ざ
す

る
の

で
あ
る
が
、
猫

ほ
其

れ
は
次
の

二
條
件

に
遵
擁

す

る

こ
ご
を
必
要

ご
す

る
。

↓
商
品

の
変
換
者

は
、
相

互

に
そ

の
交
換
商
品

の
私
有
権
者

だ

る
こ
ご
を
必
要

ご
す

る
。

副

換
す

書

簡
。叩
は
・
そ
の
所
有
者
(帥
ち
販
貢
者
)隠

つ
・
は
、
非
使
用
償
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
撃

、

そ
の
購
買
者

に
ご
つ
て
は
使
用
慣
値
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
二
條
件
を
充
だ
す

こ
ご
に
依

っ
て
、
生
産
物
が
商
品
こ
し
て
現
は
れ
る
所

の
現
象
は
、
歴
史
的
に
多
種
多

様
な
る
経
済
的
諸
型
態

に
共
通
の
も
の
で
あ

っ
て
、
必
ら
す
し
も
資
本
主
義
制
生
産
方
法
に
特
有
な
る
も
の
で
は

な
い
・
随

っ
て
商
品
の
分
解
は
資
本
轟

制
生
産
方
法
そ
の
も
の
に
關
係
な
舟

能
で
あ
る
。
然

る
に
労
働
力

が

一
の
商
品
・
し
菱

換
の
島

物
芸

…

、
即
ち
鑑

行
程
・
於
て
、

芳

墨

幣
所
薯

若
く
星

撃

段
の
所
有
者
が
あ
り
、
他
方

に
自
分
自
身
の
外
何
物
を
も
所
有
せ
ざ
る
人

々
が
存
在
し
て
み
る
事
實
は
、
何
等

の

読

苑

マ
ル
ク

ス
の
餐

諭

筆

入
巻

(第
五
號

≡

こ

九
八
三

ご

1)cf.Marx,Das.Kapi亡al,Bd.1,Volksaus.
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論

苑

,
▼
ル
ζ

舅

賃
論

筆

入
轡

(第
嚢

一
三

】)

九
八
四

自
然
的
事
實
で
な
き
は
勿
論
、
又
多
種
多
様
な
る
歴
史
的
登
蓮
段
階

に
英
邁

の
批
會
的
關
係

で
も
な

い
。
そ
れ
は

資
奎

義
制
生
産
方
法
な
る

あ

特
種
な
る
歴
史
的
螢
達
段
階
に
於
け
る
生
産
方
法
に
特
有
な
る
事
實
で
あ
る
・

そ
れ
警

商
・㎜
の
存
在
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
資
奎

蒲

生
産
方
法
に
特
有
な
も
の
で
は
な

い
が
・
蕎

力
が

商

品

こ
し
て
現
は
れ
る

の
は
資

本
主
義
制
下

に
於

て

の
み
見

ら

る
、
所

で
あ

る
。

而

し
て
資
本

主
義

制
生
産

方
法

の
下

に
於
て
、
勢

働
力

が
商

品

こ
な

る
に
は
如
何
な

る
條
件

が
必

要

で

め

る

か
?

そ
れ
は

マ
ル
ク
ス
が
明
か

に
墨

げ

て
る

る
や

う

に
、

左
の

二
つ
の
條
件
を

必
要

こ
す

る
。

(
こ
れ
等
は

さ

き
に
述

べ
陀

一
般
商
冒
叩
交
換
㎝の

二
條
件

に
慮
當

す

る
)

ラ
.
↑
努

働
力

の
所
有
者

が
そ
れ
を
商
品

ご
L

て
賣

り

出
す
拒

め
に
は
、
彼

は
そ
れ
を
自

由
に
庭
扮

す
る

こ
ご
が
出

来

な
く
て
は
な
ら

槍
。
即
ち
そ

の
労
働
能
力

の
、
そ

の
人
格

の
、
自

由
な

る
所

有
者

で
な
け
れ

ば
な
ら

ぬ
。

に
勢

働
力

の
所
有

者
が
、
自

分
自
身

の
労

働
を
謄

化
し
把

る
諸
商
品

を
販
責

す

る
代

り
に
、
寧

ろ
そ

の
生

き
た

現
身
中

に
の
み
存
す

る
そ
の
勢

働
力

そ

の
も
の
を
、

商
品

こ
し

て
貢
物

に
出

さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

マ
ル
ク

ス
は
之
等

を
要
約
し

て
次
の
如
く
言

っ
て

み
る
。

「
貨
幣
を
資
本
に

輔
化
す
る
た

め
に
は
、

貨
幣
所
有
者
は
商
品
市
場
に
帥
訂
勢
働
者
毒

見
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

二
重

の
意
味

に
於

て
の
自
由
勢

働
者

、
そ
れ

は
、
労

働
者

が
自
由

人

こ
し

て
、
彼

れ
の
勢
働
力
を

、
彼

れ

の

商
.署

し
て
罪

す
・
芸

ふ
意
味
に
於
て
、
他
方
で
は
、
彼
が
、
勢
働
力
以
外
長

・
冨

何
等
の
商
品
を
有

せ
す
D
徒
手
空
拳
で
あ
っ
て
、
彼

れ
の
勢
働
力

の
實
現
に
必
要
な
る

一
切
の
物
か
ら
自
由
で
あ

る
ご
云

ふ
意
味

に

於
て
畳

1)Marx,DasKapital,Bd.1
,Volksaus.S.123-4.

冊 二 七 六 一 九 瓦)。
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か
く

て
勢

働
ガ

は

一
の
商
品

こ
な

る
の
で
あ
る
が
、
併

し

マ
川

ク
ス
.に
依
れ
ば
、

そ
れ

は
決

し
て
資
本
家

的
商

品

で
は
な
く

(軍
な

る
商
品

は
姑
一
措

く
)
、

そ
れ

ご

は
異

な
れ

る
諸
性
質
を
有
す

る
所

の
、

一
の
特
種
な

る
商
品

で
あ
る
。
今
・
の
労
働
力
商
品
の
籍

性
、

そ
の

一
般
資
本
家
的
商
.叩
よ
り
相
違
せ
寝

質
藤

ら
窓

ら
し
む

る
,
ピ
ご
は
、
労

働
力
商
品

の
本
質

を
闡
明
す

る
所
以

で
あ

る
。

マ
ル
ク

ス
に
依

る
に
、
勢

働
力

の
具
有

過
る
特
種

な
る
性
質
齢

す

誉

も
の
こ
し
て
、

左
の
二
つ
が

歎

へ
ら
る
・
。
(労
働
力
商
品
三

股
商
品
あ

相
違
鞍

從
來
屡

々
述
べ
ら
れ
て
み
る
。
併
し
そ
れ
ら
最

級
は
れ
て
る
る
相
違
鮎
は
、
概
ね
軍

に
物
理
的
、
自
然
的
な
る

そ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
、
に
關
係
す

る
所
よ
り
離
る
)

↓
勢
働
力
な
る
商
品
の
消
費
は
、
償
値
の
創
造
を
意
味
す
る
。
.
一
般
資
本
家
的
商
品
の
消
費
は
、
そ
れ
が
享
樂

財
の
消
費
の
場
合
は
勿
論
、
生
産
則
の
消
費

の
場
合
轟

も
、
慣
値
を
創
造
.
生
産
ず
る
も
の
で
は
な

い
。
只
軍
.

に
生
産
財
の
清
費

の
場
合
に
於
て
、
労
働
の
媒
介

に
よ
り
、
そ
れ

に
含
ま
れ
て
み
る
債
値
が
、
他
の
新
生
産
物

に

そ
の
儘
移
縛
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
鮎
は

マ
ル
ク
ス
剰
除
榎
値
論
の
出
登
鮎
を
成
す
。
(腔
)

ゴ
勢
働
力

の
生
産
は
、
資
本
家
的
商
品
の
如
く
、
資
本
に
依

っ
て
行
は
れ
、
除
剰
慣
値
生
産
を
目
的
こ
し
て
爲

さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
人
間
の
致
富
衝
動

に
依
っ
て
行
は
る
、
も
の
で
な
く
、
人
間
の
生
殖
本
能

に
依

っ
て
自
然
的
に
爲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(
註
)
『
然
乏

一
商
品
の
消
費
か
ら

個
個
を
引
き
出
す
爲

に
は
、
我
が
貨
幣

所
薯

は
幸

に
も
、
流
通
界
の
内
部

に
於

て
、
即
ち
市
場
に
於

ミ

使

用
価
値
そ
の
も
の
が
慣
値

の
源
泉
で
あ
る
と

い
ふ

頼

特
別
の
性
質
を
写

る
所

の
、
即
ち
實

際
の
滑
費
が
そ
昔

讐

於
て
勢
働

の
禮
化
で
あ

り
価
値
創
造
で
あ
る
所
の
・

蕎

品
を
愛
児
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
し
て
賃
餅

有
者
は

市
場

に
て
、

か
あ

如
き
特
種
の

一
高
・…
を
見
出

読

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賞
讃

第

+
八
巻

(第
五
號

一
三

一じ

九
八
五
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・

説

苑

マ
ル
ク

ス
の
野
賃
論

第
+
入
省

へ第
五
號

一
一
西

)

九
八
六

〇

す
。
勢
働
能
力
或
は
勢
働
力
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
』

セ

か
ぐ
勢
働
力
商
品

は
、
其
生
産
、
消

費

の
二
方
面

に
於

て
、

]
般
資

本
家
的

商
品

ご
は
異
な
れ

る
性
質
を
有

つ

う

て

ぬ
る
の
で
あ

る
が
、

そ
が
ト

の
消
費

的
方
面

に
於

て
有
す

る
特
種
性
質

は
、
薙

に
問

題

こ
す

る
所

に
直
接
關
係

う

す

る
ざ
こ
ろ
が
な

い
か
ら
姑
ぐ
措

く
。

し
か
る

に
其

二
の
生

産
的
方
面

に
於

て
、
勢

働
力
商

品
が

一
般
資

本
家

的

く

備

品

ご
は
異

な
れ

る
性
質
を
有
す

こ
ご

は
、
薙

に
吾

々
が
問

題

こ
す

る
所

に
密
接
な
關
係

が
あ
る

の
で
、
即
ち
其

事

は
、

之
が
償

値
、

債
格
の
問

題
を
論

ず
る
に
當

り
、

一
般
資

本
家

的
商
品
の
贋
値
、
債
権

の
問

題
を

論
ず
る
場

合

輩
は
、
自

ら
異
な
れ

る
考

察
を
な
す

こ

ご
を

必
要

な
ら
し

め
る
。

(註
)
例

へ
ば

一
般
資

本
家
的
商
品

の
償
値

ご

債
管

の

一
致
如
何

に
就
て
の
提
言
が
、
そ
の
ま
毒

働
力
商
品
の
場
倉

當

て
嵌
ま
る
で
あ
ら
.暑

は
云
ひ
徐

ら
れ
な

い
の
で
あ

る
。
私
は
次

に
此
鮎

に
.つ
い
て

=
己
す
る
で
あ
ら
う
。

〔註

)
飾
働

力
商

品

が
、

一
碧

本
家

的

商
品

と

は
異
な

り

た

る
、

以
上
述

べ

た
る

が
如

き
性
質

を

有

っ
て
居

る

よ
り

し
て
・

特

に

そ
れ

が
倒
値

な
ら

び
に
慣
格

の
問

題
に
就

て
、
考
究

せ
ら
る
べ
き
問
題
と
し
て
は
、
左

の
二
つ
の
問
題
、
即
ち

リ
ラ↑

勢
働
力

の
価
値
と
債
格
と
の
開
帳
に
凱

て
の
問
題

ラニ
勢
働
力

の
慣
値
決
定
に
就
て
の
問
題

(
が
謬

ら
ゑ

き
で
あ
ら
5
。
私
は
、
前
者
を
緒

言
な
ら
び
に
第

二

蕩

力

の
慨
格

に
於
て
・
後
婁

第

[

舗
働
力
の
橿

に
於
て
瞭
ら
か

.

に

せ
ん
と
努

め
た
、。

已

に

「
般

に
知

ら

る
・
如
一
、

多

ク
ス
に
依
れ

ば
、

一
般
商

品
は
、
彼

れ

の
償
値
法

則
に
よ
っ
て
変
換

せ
ら

る
＼
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
資
本
主
義
肚
會

に
於
て
は

(
各
種
の
生
産
部
門
に
お
け
る
資
本
の
有
機
的
構
成
が
異

な
れ
る
場
合
)
、
そ
の
外
部
的
諸
事
情
の
泥
め
に
、
債
値
法
則
の
各
個
商
品
に
現
實

に
そ
の
ま
、
作
用
す
る

こ
ご
が

ユ)M・ ・x・D・ ・K・pit・1・Bd・1,V・ 】k…5 .S.・ ・3.縞 島 民 課 本 第 一一答 第 一 畑 ・二
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欝

せ
ら
れ
・
客

需

品
は
、
必
ら
す
し
も
蓋

値
導

菱

換
せ
ら
れ
な

い
。
換
　.ロす
れ
ば
、
商
.叩
は
島
、れ

に
響

る
需
饗

供
給
・
が
相

一
致
す
・
場
倉

讐

、
そ
れ
極

化
せ
・
暑

的
霧

労
働
の
盆

。
比
例
し

て
交
換

さ
れ
な

い
つ
其
贅

費
奎

藷

豊

於
蕊

、
禽

利
潤
奮

法
則
が
作
用
し
て
み
る
か
ら
、
資
本
の

構
成
の
如
何

に
關
係
?

、
或
・

一
定
の
饗

轟

鋳

し
て
破
る

一
定
の
馨

の
鶉

利
禦

得
ら
る
、
か
ら

巖

商
品
変
換
祉
會

(
資
本
主
義
肚
曾
も
そ
の

一
つ
)
に
共
通
な
桑

本

で
あ
る
。

こ
れ
彼

れ
の
償

値
法
則

が
、

的

、
内
部

的
、
抽
象
的
法

則
で
あ

る

ご
云
は

る
、
所

以

で
あ

る
。

然
ら
繕

禦

・
商
品
で
あ
・
所
霧

働
力
の
債
璽

・
籍

こ
の

豪

の
機
惜

就
て
も
、
右

高

様
の
こ
ご

が
云
ひ
得
ら
る
、
か
芸

ふ
に
、
・
れ
は
出
來
な
・
。
蓋
し
前
導

・
㌍

、
萄

方
南
口叩
・
資
豪

的
商

、叩
で

豪

い
か
ら
・
そ
こ
皐

均
利
翠

の
法
則
の
作
用
す
・
筈
が
な

い
か
ら
で
あ
・
。
随

っ
て

マ
ル
・
.
の
謂
ふ
所
の

盤

積

格
・
の

豪

を
脱

す

・
醤

は
、
蟹

・
・
.・
・
の
穰

鑑

が
無

窓

抽
象
的
基
本
的
法
則
ざ

し
て
の
み
獲
る
理
由
は
、
労
働
力
商
品
の
場
合

に
は
、

悪

柴
は
巽

.
き

に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
マ
"
ク
ス
は
・
り
…

に
從

っ
て
、
合

の
自
然
賂

減
に
よ
り
、
勢
働
(カ
)
・
封
ず
、
需
琴

供
給
ご
が
調
節
せ
ら
れ
・
讐

雑

居
昔

縫

格
に
落
付
豊

至

機
構
の
存
在
を
認
・
す
し
て
、
雀

畿

の
事
情
を
資
本
制
蓄
積

の

一
般
的
法
則
に
求
め
、
勢
働
力
の
置
値
が
、
長
き
期
間
に
一日
下

て
、
其
債
格
よ
り
離
れ

る
必
然
性
の
存
在
を
圭
躾
す
る
。
か
ぐ
て
労
働
力
の
債
格
は
、

一
膳
そ
こ
に

一
般
的
李
均
利
潤
率
の
法
則
の
作
用

せ
ざ
る
こ
三

　

、
其
橿

よ
ぢ
背
離
す
・
こ
・
よ
亀

裂

の
で
あ
・
が
、
蓋

値
　

の
背
離
の
蛋

を

資

本
制
蓄
積

の

一
般

的
法
則

に
見
出
し

て
、

こ
・、
に
純
然

売
る
抽
象

的
概
念

こ
し

て
残

る
こ
ぜ、
に
な

つ
陀
の
で
あ

説

苑

マ
ル
・
・
霧

纂

自
筆

黍

(第
五
號

=
一五
)

夫

七



'

説

苑

。
ル
ク
ス
舅

籍

筆

巷

(第
五
號

三

六
)

九
八
入

る
、
ご
私
意

ふ
の
で
あ
・
。
?

マ
〃
亥

の
催

法
則
が
、
馨

其
雷

・
は
糞

あ
・
与

る
も
二

股

案

家
的
商
口叩
に
於
け
・
・
、
勢

働
力
商
品
に
於
け
る
・
に
論
守

、

棲

に
、

あ

純
抽
象
的
内
的
法
則
乞

て
親
密

ら
る
、
こ
・
は
、

二
、
の
性
質
　

し
て
素

　

蒸

で
あ
る
で
あ
ら

　
・
猶
ほ
こ
霧

働
力
商
品
の
債

値

ご
慣
格

こ
の
關
係

に
就
て
は
、
第

=
'
勢

働

力
の

債
狢

に
於

て
更

に
詳
細

に
論

ず
る
所

あ
る
で
あ
ら

う
。

斯
讐

難

・
立
ち

つ
、
、
以
下
私
は
、
第

E

篇

力
の
慣
値
法
則
、
帥
毒

賃

の
基
本
的
法
則
に
就
て
述

べ
、
第

二
に
労
働
力
債
値
の

實
現
に
就
て
の
法
則
、
即
ち

現
募

賃

の
法
則
に
就
て

曇

る
ご
云
ふ

方
法

に
よ

b
、

マ
川
ク
ス
の
勢
賃
論

を
吟
味

し

て
見
だ

い
ご
思

ふ
の
で
あ
.る

。
(註
》

(
註
)
。
ル
・
ス
の
謂
ふ
所
・
償
織

禽

、
葉

家
的
肚
會

・
於
・
・
類

観

念

で
・
を

、
廣
-

一
磐

普
謹

禽

若
査

藩

級
的
催

概
念
で
あ
。
喜

ら
れ

て
る
る
。
而
し
て
勢
働
力

の
橿

概
念
も
、

一
嵩

品
に
於
け
・
催

概
念
高

誉

・
有
の
範
疇
薦

す
ぎ

も
の
で

あ
る
こ
と
は
楽

な

い
。
し
か
る
に
リ
小

集

ヒ
・
は
、

マ
ル
・
歪

於
け
る
醤

力

の
催

概
禽

、
階
級
的
な
・
詫

で
あ

っ
て
・
普
遍

祀
會

的
、
超
階
級
的
な
。
そ
れ
で

は
な

い
、
警

、
鑑

力
の
催

皐

へ
罐

饗

、
重
委

・
誤
謬
を
犯
し
て
み
る
と
云
ふ
老

う
し
て
我

が
雷

博
吉

、
.』
の
,

し
ノ
ク
…

の
衰

を
馨

・
れ
て
居
ら
・
、
や
う
で
あ
・
。
し
か
し
乍
ら
私
は
緩

に

・
ル
ク
ス
の
謂
ふ

所
舞

働
力

。
穰

が
、
疑

的
馨

そ
葺

、
あ
・
か
・
解
す
・
に
苦
し
む
。
蕩

力
は
、
費
奎

諜

譲

方
法

・
歪

於

て
・
生
産
護

の
所
薯

、
非
砦

者
雰

働
者
)・
が
、
階
級
的
に
分
た
れ
る
・、・
…

、
一
雰

奮

君

寡

霧

硲

ザ
、
そ
が
橿

は
・
象

虫
薙

必
要

募

働

の
分
芝

よ
義

定

せ
ら
る

Σ
の
で
あ

っ
て
、
そ
紮

】
商
品
と
し

て
、

一
般

橿

法
則
の
支
配
の
下
に
立

つ
量

得

策

思
議

凄

い
。
.
現

官

摺

決
定

は
難

的

の
ぞ
奪

も
何

て
も
な

い
。
参

働
力
が
商
品
と
し
て
現
は
れ
る
璽

的
原
票

成

る
階
級
的
な
詮

會

事
箆

水
つ
く
頴

露

の
で
あ
る
慮

ふ
。
種

此
糖

就

て
匿

に
改
め
て
攻
究
す
る
の
欝

を
持

つ
で
あ
ら
う
・
左
に
馨

の
た
め
こ
の

鮎

に
就

て

の
リ

ー
プ

ク
ネ

ヒ
ト

の
所
説

の

一
斑

を

掲

げ

る
。

『
マ
ル
ζ

舞

働
力
の
橿

を
、
共
階
級
的
な
、
吐
窩

縁

件
浮

ら
脅

る
實
讐

充
用
さ
れ
た

霧

崖

弩

從

っ
て
・
換
言
す
れ

,

り



も

も

し

ゅ

セ

も

ヘ

へ

も

も

も

た

も

ば
・
階
級
撃

均
生
震

件
に
從

っ
て
饗

し
て
ゐ
・
。
裏

ば

マ
.ル
・
・
の
謂
ふ
所

の
鶴

力

の
橿

は
、
階
級
的

に
定
め
ら
葵

る
橿

で

か

ク
℃
・
諏
駐
曲
動
的

ρ
憩
妙
ひ
か
か
ゲ
働
櫛

.U
ゆ
か

の
。
こ
れ
は
誤
謬
で
あ
る
。
余
は
之
を
正
し

て
吹
の
如
く
{肖
ふ
。
全
証
會
的
平
均
生
産
條

件
が
・
総

て
の
他

の
財
の
償
蟹

定

む
る
如
く
、
勢
働
力

の
碩
徳
を
も
定
め
る
の
で
あ
る
。
勢
働
力

の
橿

た
呈

も
決
し
て
階
級
的
に
定
め
、b

鴛

橿

で
は
な
丸

善

灘

會
的
に
蕊

詫

た
・
難

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
勢
働
力
の
註

鵠

髭

め
ら
斐

幕

均
催

が
、
生
産

及
鶉

行
程
に
於
委

川
な

の
で
・

・
紮

聖

生
産
箸

入
・
込
む

・
で
あ
・
。
し
か
・
乍
・
葉

主
欝

交
響

興

勢
賃
)
・
、
・

・
註

爲

嵩

橿

に
よ
っ
て

測
定

せ
ら
を

の
で
な
-
、
詫

は

階
級
的

「
橿

」
、
階
級
的
盤

的
隻

條
件
、
實
際
詩

的

に
、
階
級
的
に
、

も

も

も

や

も

も

マ

ゐ

ヘ

ヘ

セ

も

も

わ

り

も

ヘ

マ

ぬ

セ

も

(
肚
會
的

)
平
均

に
支
出

せ

ら
れ

た

る
生

産
費

に
從

っ
て
測
見

せ

ら
る

Σ
で

あ
ら

う
。

要

す
る

所
、
勢

賃

は
決

し

て
慣
値

等
債

で

は
な

く
、

一
の
よ

、

、
、

、
、

、
、

、
、
D

リ
少

な

き
償
値

で

あ

る
Q
』

『
マ
ル
ク
ス
の
出
轄

は
・
灘

々
盆

審

階
緯
総

の
肇

的
議

的
・
立
場
・
れ
で
あ
・
・
而
し
て
義

募

勢

・
器

雲

客

岬

償
値

の
確
定

に
封
ず
る
出
登
鮎
を
成
す
。

こ
れ
即

ち

一
の
階
細
駐
車
實

か
ら

】
の
全
徒
食
的
事
實
を
導
き
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
予
は

こ
れ
に
反
し
、
肚
會
尚
平
均
生
産
力

の
決
定

に
は
、

全
社
會

の
(共
紹
濟
的
作
用
に
於
け
る
)文
化
的
全
地
位
か
ら
画
嚢
す
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
・

こ
れ
か
ら
現
機

値
、
麟
働
力

の
尺
度
を
得
、
.而
し
て

勢
働
者

は
磐

の
掛
倒

力
が

揺

す
る
以
上

の
価
値
を
生
ず
る

も
の
で
な
ε

も

へ

て
・
(
但
し
叢

の
護

・
肚
會
的
冨

の
薔

鯖

で
あ
る
募

働
者
は
、
　

少
轟

酬
を
勢
賃
.と
し
風

落

的
全
生
産
物
中
か
ら
叢

る
も

ヨ

.

の
で
、
そ

れ

は
決

し

て
支

出
せ
.ら

れ
た

る
勢
働

に
劉

す
る
等

債

で

は
な

い
こ
と
を

示
さ

ん
と

す

る
も

の
で
あ

る
。
』

第

一

勢

働
力

の
債
値

ρ

(前

論

)

一
般

商
品

の
債
値
、
債
格
問
題

に
於

け

る
ご
同

じ

や
う

に
、

マ
ル
ク
ス
に
あ
り
て
は
、
労

働
力

の

償
値
論
は
、
そ

の
労
賃
論

の
基
礎

的
理
論
を
成
す

も

の
で
あ

る
が
故

に
、
彼
れ

の
勢
賃
論
を
検
討

す

る
に
當

り
て

は
、
先

づ
以
て
彼

れ
の
勢

働
力

の
債

値

に
就

て
の
既

設

を
吟
味

す

る
こ
ご
を
必
要

こ
す

る
。

以
下

私
は
、
本
節

に

設

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

策
十
八
巻
.
(第
五
號

一
二
七
)

九
八
九

ユ)Li・bknecht,K.,Studi・nub・ ・di・B・w・g・ ・9・9・・d・ed・ ・g…115chaft'
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り

論

策

マ
ル
.ク
ス
の
勢
賃
論

策
卜
八
巷

(簗
五
號

】
二
八
)

九
九
〇

於

て
勢

働
力

の
慣
値

法
則
、
即
ち
勢
賃

の
基
本
的
法

則

に
就
て
彼
れ

の
脱
ぐ
所
を
見

や
う
こ
す

る
の
で
あ

る
。

し

ル
。
ス
が
、
勢
轡

篇

力

あ

観
念
を
骸
別
し
て
、
労
働
は
、
債
値
の
實
禮

で
あ

ゆ
、
内
在
的
尺
度
で
あ

る
が
、
流

自
身
・
し
・
は
、
何
等
の
債
値
を
も
有
し
て
居
ら
碧

し
・
、
.欝

力
な
・
観
念
を
甫
め
て
穿

・

勢

働
力
の
便
値
を
究
明
し
、
謂
ふ
所
の
労
賃
は
、
即
身

働
力
の
耀

で
あ
る
・
し

て
み
る
こ
ご
峡

彼
れ
の
勢

賃
論
を
取
扱
は
脅

す
詮

際
し
、
極

め
て
重
要
な

る
意
義
を
肩

っ
て
み
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
已
に

展

に

知
ら

る
、
所

で
あ

っ
て
、

薙

に
改

め
て
詳
し
ぐ
説
明

す

る
迄
も
な

い
で

あ
ら
う
。

さ
て
労
働
力

の
債

値
は
、

マ
ル
ク
ス
に
依

轟
ば
、

他
の

一
般
商

品
の
償

値

に
於
け

る
.ご
同

じ
理
法

に
よ
り
決
定

せ
ら

る
、
。
即
ち
勢

働
力

も
商

口叩
の

一
種
で
あ

る
か

ら
、

一
般
商

品
ご
同

じ
や
う

に
、
使
用
便
値

お
よ
び
交
換
儂

値

を
有

し

て
み
る
。
勢

働
力

も
其
個

々
に
從

っ
て
各

々
異

な
れ
、る
使
用
儂
値
を
有
し

て
み

る
・

が
し

か
し
そ
れ

が

商

品

こ
し

て
交
換

の
目
的
物

こ
な

る
限

b
、

之
が
使

用
償

蘭

ε
し

て

の
使
用
償
値
は
、
経
済
學

の
研
究
範
園

の
埒

外

に
属

す

る
。

だ

い
使
用
慣
値

が
経
済

の
根
本
形
態

に
嬲

れ
る
場
合

に
の
み
、
そ
は
経
済

學

の
研
究
範
囲

に
入
り

来

る
。
す
な
は
ち
使
撰

値
は
交
換
儂
警

呼
ば
れ
る
所
の

一
定
の
・経
済
關
係

の
直
接
の
籍

的
基
礎
を
成
す
に

ご
い
ま
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
労
働
力

の
個

々
的
な
る
使
用
儂
値
は
問
題
で
は
な
い
。
.そ

れ
は
使
用
儂
値
の
質
的

差
異
の
除
去
せ
ら
れ
た
る
等
償
物
ご
し
て
の
み
、
即
ち
輩
純
同
種
、
抽
象
的
な
る
債
値
こ
し
て
の
み
、
経
済
學
研

究
の
封
饗

な
集

る
。
簡
軍

に
云

へ
ば
、
労
働
力
の
償
値
は
、
假
今
そ
の
使
用
慣
値

(
具
龍
的
孝

は
主
観
的

致
用

)
は
、

個

々
的

に
異

な

っ
て

み
て
も
、
そ
れ

よ

う
離

れ
て
、
普
遍

的
、
肚
會
的
、
客
観
的

に
決
定

せ
ら

る
、

の
で
あ
る
。

、
②

、
涯

∬

ク
ス
の
贋
値
論
の
根
本
的
出
螢
黙
で
あ
っ
て
、
今
更
籍

男

す
る
迄
も
な
く
・

、
「

O



廣

ぐ

一
般

に
知
ら
れ

て
み

る
所

で
あ

る
が
、
勢

働
ヵ

の
儂
値
決
定

の
理
法
を

正
確

に
把
捉

せ
ん
が
た

め
に
は
、
是

非

こ
も
そ
れ
を
善
く
理
解

し
て
お
か
ね
ば
な
ら

盟
ご
思

は
れ

る
の
で
、
念

の

拒
め
に
述

べ
て
置
一

次
第

で
あ
る
。

右
述

ペ
セ

る
如
く
、
且

つ
ヌ
後

に
詳

し
一
述

ぶ

る
如
く
、
劣

働
力

の
便
値

は
、
他

の

一
般
商
品

の
債
値

ご
同
機

に
決
定

せ
ら

る
、
も

の
で
あ

る
が
、
し

か
し
労

働
力

な

る
商

品
は
、
既

に
述

べ
セ

る
如
く
、
資
本
家
的
商
品

ご
は

異

な
れ

る
特
種

の
商
品

で
あ

る
結
果
、
其
債
値
決
定

に
際

し
て
も
、
資

本
家
的
商

品

に
於
け

る

ご
は
異
な

れ

る
考

察

が
必
要

こ
な

っ
て
来

る
。

以
下

私
は
、

マ
ル
ク
ス
の
勢

働
力
の
橿
値

を
論
ず

る
に
當

り
、
勢
働
力

の
債

値

に
つ

い
て
特

に
考
慮

す

べ
き
特

異

の
諸
黙
を
、
圭

ビ
し

て

顧
み

る
に
努

め
る
で
あ

ら
う
。

(本

.
論
)

勢
働
力

の
債
値
が
如
何
益
し
て
決
定

せ
ら
る
、
か
に
就
て
、

マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
」
に
於
て
左
の

如
く
云

ふ
。

『
労
働
力

の
贋
値
は

他
の
絡

て
の
商
品
の

そ
れ
ご
同
じ
く
、
こ
の
特
種
の
物
品
の
生
産
随

っ
て
ヌ
再
生
産
に
必

要
な
る
労
働
時
間
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
勢
働
力
は
償
値
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
に
艦
化
し
て
み
る
吐
會
助
平
均

勢
働
の

一
定
量
を
代
表
す

る
に
過
ぎ
ぬ
。
労
働
力
は
只
生
き
陀
個
人
の
力
能

こ
し
て
の
み
存
在
し
て
み
る
。
故

に

勢
働
力

の
生
産
は
生
き
た
個
人
の
存
在
を
前
提
す
る
。
そ
の
個
人

の
存
在
が

一
定
し
て
み
る
こ
す

@
ぱ
、
勢
働
力

の
生
産

は
彼
自
身
の
再
生
産
或
は
生
存
維
持

こ
い
ふ
こ
ご
に
存
し
て
み
る
。

生
き
セ
個
人
は

其
生
存
維
持
の
爲

に
、

一
定
量
の
生
活
資
料
を
必
要

こ
す
る
。
さ
れ
ば
労
働
力
の
生
産

に
必
要
な
る
勢
働
時
間
は
、
結
局

こ
の
生
活

資
料
の
生
産
に
必
要
な
る
労
働
時
間
に
締
す
る
。
或
は
労
働
力

の
慣
値
は
勢
働
力

の
所
有
者
の
生
活
維
持
に
必
要

説

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論
.

第
十
入
巻

(第
五
號

一
二
九
)

九
九
一



設

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

策
十
八
巻

(第
五
號

一
三
〇
)

九
九
二

な

る
生

活
資
料

の
償
値

で
あ

る
。」

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

の
大
要

は
、
右

の

一
文

に
善

く
示

さ
れ

て
み
る
。
即
ち
彼

に
依
れ
ば
、
労

働
力

偵
値

の
決

定
は
、
他

の

一
般
商

品
の
償

値
決
定

ご
同
棲

に
、
其

生
産

に
必
要
な

る
祀
會
的
孕
均
勢

働
時
間

に
依

っ
て
決
定

せ

ら

る
、
の
で
め
る
が
、

た
だ
労

働
力
な

る
商

品
の
場

合

に
は
、

一
般
商

品

の
場
合

に
於

け

る
ざ
は
異
な

り
、

そ
の

生
産
過
程

に
於

て
現
實

に
消
費

さ
る
、
勢
働

な

る
も

の
は
な

い
。
随

っ
て
其
生
産

に
螢

現
し

把
る
所

の
労
働

の
分

量

に
依

っ
て
、
労
働
力

の
債

値
を
決
定

す
る
ご
云
ふ

は
、
無
意

義
で
あ

る
。
只
軍

に
直
接
勢

働
者

に
よ

っ
て
清
費

さ
れ
陀

る
生

活
資
料

に
含

ま

る
、
労

働

の
分
量

が
、

即

ち
其
債

値
が
、

そ
の
ま

＼
勢

働
力

の
慣

値
決
定

に
與

か
る

の
み
で
あ

っ
て
、
結
局
労

働
力

の
慣
値

は
、
労
働
者

の
生

活
維

持

に
必
要
な

る
生
活
資
料

の
償

値

に
等

し

い

こ
ご

ご
な

る
。
換

言
す
れ

ば
、
勢

働
力
な

る
商
品

は
、
其

消
費

行
程

に
放
て

は
、
鯨
剰
債
値
を

創
造

す

る
所

の
唯

一
の

源
泉
で

あ
る

に
拘

は
ら
す
、

流
通
行
程

に
於

て
商

品

ざ
し

て
責

ら
れ

る
限

り
、
其
債
値

は
、
除
剰
勢

働

(債
値
)
を

そ
の
う
ち

に
含
む

こ
ざ
な

く
、

そ
れ
が
生
産

に
費

さ
れ

π

る
勢

働

の
分
量
、
即
ち
生

活
資

料

に
含

ま

る
、
献労
働
の

分
量

(債
値

)
に
よ

つ
■
決
定

せ
ら

る
、
の
で
あ
る
。

こ
の

こ
ご
は
、

マ
ル
ク
ス
の
偵
値
法
則

が
、
.労
働

力
商

品

に
適

用

せ
ら

る

、
に
就

て
、

一
般
資

本
家

的
商

品

に

於
け

る
ご
は
異
な
れ

る
考
察
を

必
要
な
ら
し

む
る
所

以

で
あ

る
が
、
し

か
し

マ
ル
ク

ス
の
債
値

法
則
は
、
商

品
生

産

に
於
け

る
か
＼
ぞ
相
違
鮎

に
論
な

く
、
帥

ち
其
生

産
物

が
鯨
剰
勢

働

(債

値
)
を
含

む
ご
否

ご
に
論
な
く

(蝕
剰

便
値
生

産

の
目
的
の
た

め

に
、
商
品

が
生
産

せ
ら

る

、

場

合
で
あ

る
ご

否

ご
に
論
な
く

)、
商

品

一
般

に
委

當
す

べ
き
も

の
で
め

る
か
ら
、

右
の
事
實

を
以

て
、

マ
ル

ク
ス
の
債

値
法
則
が
、
勢

働
力
商

品

に
適
用

せ
ら

る
、
こ
ご

Marx,DasKapital,Rd.1,Volk臼Rus,S.126.(高 畠 氏'課 本 第 一 巻 第 一 刀}..

八 三 頁)。
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を
否
認
し
或

は
青

く
・
も
、
或
制
限
の
下
.に
そ
れ
に
鶏

せ
ら
・
、
・
・
を
示
す
も
の
・
な
す
は
、

マ
ル
。

ス
の
繧

法
則
の
真
意
を
　

理
解

せ
・
も
の
・
は
云
ふ
こ
嘉

出
養

い
患

ふ
。
多
、れ
は
、
資
.本
家
的
商
口開

智

ご
盛

働
力
商
品
砦

言

論
?

、
何
等
の
制
限
な
ゑ

様

萎

當
す

・
。
π

"
二
者
の
間
長

て
は
、

曹

覆

値
の
内
釜

鷺
を
成
す
既
墾

禦

、

一、方

・
於
・、
は
、
除
剰
蕎

を
含
み
、
他
方

-」
於
て
は
、
れ
各

ん
で
居
ら
魁

云
ふ
、
蕎

そ
の
も
の
・
性
質
上
の
相
違
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
(註
)

(警

ル
ク
ス
接

藤

葛

…

魯

、
・
菱

窓

写

る
憲

釜

-

即
ち
勢
響

の
藷

噴
料
』含
ま
る
」
鶴

の
貧

-

に
依
っ
て
決
奪

ら
を

も
の
で
あ
る
か

・
、
彼

の
餐

論
は
、

か
の
労
働

(力
)
の
慣
値
を
生
薯

料

の
籍

に
、
つ
て
決
定
せ
ん
享

、

答

の
生
産
蓋

と
は
・
蛮

的
・
興
奮

・
・
で
あ
・
.
堕

て
私
・
、

・
ル
・
・
舞

纂

叢

墾

産
窺

毒

す
る
.』
き
は
馨

.7、
は

烹

慮

ふ
・
し
か
・
な
が
ら
観

(
力
)
の
橿

決
定

・
際
・
・
は
、

一
盛

品

・
償
値
決
定
に
惇

・
L
、
は
婁

吃

・
の
二
つ
の
籟

甥

賃
説
は
・
倶

に
・

只
鶴

者
の
生
暮

料
・
橿

(
瓦
績

格
)
・
塾

芳
墨

乏

過
錯

・
で
あ
る
か
・り
、

・
,
し
菱

。
の
二
つ
塞

窺

の
壽

る
糞

は
・
た
Σ

量

活
籍

の
橿

を
・
他
は
・
の
償
格
を
、
欝

力
)
の
橿

決
蛋

素

と
し
て
鰐

・
に
響

、
ぬ
。
,て
あ
、
か

ら
・

マ
ル
ク
あ

餐

設
三

種

の
生
密

書

ヂ
す
る
・
と
は
、
強
美

呼
し
て
責
む

べ
き
で
は
な

い
。
と
は
云
へ
私
は
、
薯

を
分
別
す

る

た
め
・
饗

の
農

護

翁

し
て
・

・
㌻
.

・
の
書

論
を
、
例

へ
寡

聖

産
窺

蓼

は
毘

・
ル
ク
ス
の
餐

諭
、
呼
だ

若
く
は
な

い
と
思

ふ
。

猶
ほ

「
勢

働
力

の
所
有
者

は
死

を
免

れ
な

い
。

そ
れ
に
も
.拘

は
ら
す
、

そ

の
所

有
者

が
常

に
市
場

に
て
見
出

さ

れ
ん
が
爲

め
に
は
・
常

に
貨
幣
が
新
に
資
本
化
さ
れ
る
爲
め
に

…
れ
を
必
署

す
る
如
,
、
、
鴨

方
の
販
薯

は
、
「
凡
て
の
生

き
た
梱

艘
を
自

ら
不
滅

に
す

る
ご
同

じ

や
う

に
、
生

殖
に
依

っ
て
」、
み

つ
か
坊
を
不
滅

に
し
な

.
け
れ
ば
な
毒

・
磨
滅

琵

亡
あ

弛
め
に
市
場

か
ら
除

か
れ
た
労
働
力
は
、

せ
め
て
そ
れ
高

数

の
新
な
る
勢

親

苑

マ
ル
ク
ス
霧

賃
論
.

筆

霧

(第
五
號

一
三

こ

九
九
三

司



「

設

苑

マ
ル
ク
ス
a
醤

需

第
+
入
省

(第
五
號

一
皿「三

)

九
九
四

働
力

俵

っ
て
、
断

へ
す
補
充
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故

に
特
種
の
商
品
所
有
霧

る
こ
の
種
族
が
、
商
品
市
場

に
自
ら
を
不
滅

に
す
る
が
爲

め
に
は
、
労
働
力

の
生
産
に
必
要
な

る
生
活
資
料
の
高
は
、
補
充
野
働
者
即
ち
勢
働

者
の
子
女
の
生
活
資
料
を
も
含

ん
で
み
る
。
』
(駐
)

(謎
)
こ
の
、
調
書

の
生
暮

料

の
中
に
子
套

姦

家
族

の
そ
れ
を
包
怠

し
む
・
の
考

へ
は
、

・
ル
ζ

に
始
ま
る
も
の
で
な

く
・
是

彼

以

前

に
現
は
砦

る
所
舞

碁

客
霧

ぞ

量

産
費
設
に
於

て
、
殆
ん
ど
例
外
を

号

誓

あ
る
こ
と
は
・
今
畢

暴

す
る
迄
も
な

い
・

以
下

私
は
、

以
上
述

べ
π

る
こ

こ
ろ
の
命
題

、
即

ち
勢

働
力

の
債
値

は
、
労

働
者

の
生

活
資

料

の
便
値

を
、
言

ひ
換

ふ
れ

ば
そ
れ

に

膿
化

さ
れ
た

祉
會
的

中
均
勢

働
の

一
定

量
を
、
代
表
す

る
も

の
で

め
る
こ
の

命

題

に

つ
い

て
、
少
し
く
詳
細

に
分
解
論
究

せ
ん

こ
す

る
の
で
あ

る
が
、

苑

に
は
生

活
資

料

に
包
含

せ
る
便
値

(若

一
は
労

働
)

そ

の
も

の
は
、

與

へ
ら
れ

た

る
も

の
こ
見
、
其
構
成

内
容

に
迄
立

入

っ
て
穿
鑿

ず
る
こ
ご
は
、

一
般
贋

値
論

の
領

域

に
這
入

る
こ
ご
に
な

る
か
ら
、
姑

く
之
を
控

へ
る

で
あ
ら
う
。

の

多

・
・
の
費

謂
ふ
所
の
生
活
資
料

(ぎ

・　

・邑

は
電

星

理
的
最
低
必
笙

活
資
料
を
意
味
し

て
み
な

い
。
そ
れ

に
は
文
化
的
、
道
徳

的
、

歴
史
的

要
素
が
含

ま
れ

て
み

る
。

勢
働
者
の
生
活
維
持
に
必
要
な
る
生
活
資
料
の
分
量

ご
は
、
一

勢

働
力
の
所
有
者
は
、
今
町
勢
働
を
爲
し
了

へ
た
後
、

明
日

は
復

π
、
力
及
健
康

の
同

じ
條

件
の

下

に
、
同

「
行
程
を
繰
b
返

へ
し
得

な
く
て
は

な

ら

狙

か

ら
、
一

勢
働
す
る
個
人
を
勢
観
す
る
個
人
こ
し
て
其
尋
常

の
生
活
状
態
に
維
持
し
て
お

く
に
足
る
も
の
で
な
一

て

は
な
ら

臓
が
、

そ
れ
は
、

マ
ル
ク
ス
に
依
れ

ば
、
自
然

的
及
文
化
的

要
素

よ
b
成

っ
て

み
る
。
彼

は
云

ふ
。

「
衣
、

食
、

住
、

燃
料
等

の
如

き
自
然

的
懲
望

そ

の
も

の
は
、

「
國

の
風

土
色
其

他

の
自
然

的
塒
徴

に
從

っ
て

1)Marx,a.a.0.,S.127.(高 島 民 課 奉 同 盟 二 人 五
.頁)。

●



様
々
で
あ
ゑ

他
方

に
敢
て
謂
ゆ
る
必
要
な

る
欲
望
の
範
園
は
、
そ
μ
を
発
芽

方
法
高

学

、
そ
れ
自
身

一

の
歴
器

産
物
で
あ
っ
て
、
随

っ
て
大
部
分
竺

國

の
文
化
程
度
、
就
中
ま
呆

質
的
に
底
、
畠

労
働
者

の
階

級

が
如
何
な
る
條
件
の
下
.に
、
ま
把
樋
っ
て
如
何
な
る
習
慣
ご
生
活
上
の
要
求
ご
を
以
て
形
成
さ
れ
陀
か
に
懸
っ

て
み
る
。
さ
れ
ば
勢
働
力
の
債
値
決
定
は
、
他
の
諸
商
品
の
場
合

ご
反
樹
に
、

一
の
歴
史
的
及
道
徳
的
要
素
を
含

ん
で
み
る
b

し
か
し

一
定
の
國

に
ざ
つ
て
、

一
定
の
時
期

に
於
て
は
、
必
要
な
る
生
活
資
料
の
李
均
範
圃
は

一
定

の
も
の
で
あ
る
。
」

彼
は
更
に
他
の
場
所
に
於
て
も
、
右
ざ
ほ

い
同
様
の
こ
ご
を
云
っ
て
み
る
。
そ
れ
に
曰
く
。

『
彼
の
労
働
力
の

現
實
的
債
値
は
、

こ
の
肉
艦
的
最
低
限
ご

[
致
す

る
も
の
で
は
な
く
、
風
土
や
肚
會
的
獲
達

の
状
態
に
よ
っ
て
輝
々
様

々
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
軍
に
肉
髄
的
欲
望
に
依
っ
て
左
右
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
ヌ
第

二
の
自
然
こ
な
る
所
の
歴
史
的
に
登
達
し
た
る
肚
會
的
欲
望
に
依
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
如
何

な
る
國

に
於
て
も
、
與

へ
ら
れ
祀
る

一
時
期

に
就
て
云

へ
ば
、
・此
調
節
的
な
る
孕
均
的
労
賃
は
、

一
の
與

へ
ら
れ

の

だ

る

大

き

さ

で

あ

る

。
』
(駐
)

(
誰
)
同
様

の
意
義
あ
る
章
句
は
、

マ
ル
ク

ス
の
著
作
の
他
の
個
所
に
も
見
出
さ
れ
る
。
例

へ
ば
『
勢
賃
、
便
格

及
び
利
潤
』
に
は
左

の
如
き
言
葉
が
あ

る
oし

か
し
勢
働
力

の
慣
値
又
は
勢
働

の
便
便
に
は
若

干
の
特
徴
が
あ

っ
て
、
総
て
の
他
.の
商
品
り
便
値
と
置
則
す
る
所
が
あ
る
。
勢
働
力

の
償
値

は
二
つ
の
要
素
-

一
は
軍

に
生
理
的

の
も
の
、
他
は
歴
史
的
叉
は
肚
愈
的

の
も
の
一

に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
o
其
窮
極

の
限
度

は
生
理
的

要
素

に
よ

っ
て
決
定

せ
ら
れ
る
、
言
ひ
換
ふ
れ
ば
、
勢
働
者
階
級
は
そ
れ
自
身
を
維
持
し
且
つ
複
生
産
し
.
共
生
理
的
存
在
を
永
続

し
て
行
く
た

.

説
.
苑

》
ル
ク

ス
の
第
賃
論

門
弟
十
八
管

(第
五
號

一
三
三
)

九
九
五

1)Marx,乱.a.0,,S.【27.(高 畠 民 譚 本 同 遡 ・二 八 四 頁)。

2)Marx,DasKapital,.Bd.m,2,S・395.(高 畠 民 器 本 第 …「巷 第 四 珊 四 〇 一

一 二 頁)。



説

苑

マ
ル

ク
ス

リ
勢

賃
論

」

笥
～十
.八
巷

(第

五
號

一
.三
四
)

九

九
太

め
に
、

生
存

及
繁
殖

に
組
討

的
妖

一

。へ
か

ら
ぎ

る
必

要
品

を

受
坂

ら
ね
ば

な

ら
撤
。

だ

か

ら
此
等

狭

く

べ
か
ら

ざ

る
必
要

晶

の
償
値

は
、

勢
働

の

価
値

の
窮

櫨

限
度
を

形

造
る
。

:
・
・
;

『
こ

の
…単
な
る

生

理
的

要

素

に
加

へ
て
.
勢
働

の
償
値

は
如

何

な
る

國

に
於

て
も
因
襲

的

の
生
活

標
準

に

よ

っ
て
決
定

せ
ら
れ

る

。

そ
れ

は
(因

襲

的

の
生

活

は
)
単

な

る
生

理
的

の
生

活

で
は

な
く

て
、

人

々
が

そ

の
下
に

置
か
れ

且

つ
其

の
下
で
育

て
ら

れ

る

所

の
、

祀
會

的
諸

候
件

か
ら

出

て
く

る

一
定

の
.欲
望

の
満

足

で
あ

る
。

・
:
:

・

『勢

働

の
価

値

の
巾

に

這

入
り

込

む
所

の
、

こ

の
歴

史
的

又
は
社
倉

的

の
要

素

は
、
据

げ

る

こ
と

も
出
来

れ
ば

、

縮

め
る

こ

と
も
出
来

、
或

は

生
理
的

限
度

し
か

何
物

も
幾

ら

ぬ

や
う

に
.、
全

く
無

く
し

て
仕
舞

ふ

こ
と
も

出
來

る
。

・・
:

:

『
諸

君

は
蓮

つ
た

国

々
に
於
け

る

標
準

勢

貫

文
は

勢
働

の
僧
位

を

比
較

す

る

こ
と

に
よ
り
、

又
同

じ
國

の
迎

つ
た
歴

史

時
代

に
つ

い
て
之
を

比

較

す

る

こ
と

に
よ

り
、

勢
働

の
側
値

そ

の
も

の
は
一

た
と

ひ
総

て
の
他

の
商

品

の
偵
値

は

不
塑

の
ま

、
で

あ
る

と
假

寇

し

て
も
1

固
定

し
な

い
、

可
愛
的

の
大
き

さ

の
も

の
だ

、
と

云

ふ

こ
と
を

獲

見
さ

る

Σ
で

あ
ら

う
Q
』

猫

ほ
他

に
左

の
如

き
彼
れ

の
言

葉
も

あ

っ
て
、

謂

ふ
所

の
.生

活
質
料

と

は
、

決

し

て
自
然
的

生

理
的

の
も

の
で

な

い
こ
と
を

瞭
ら

が

に
し

て
る

る
o『

勢

働
力

の
償

値

の

最

終

限
界

或

は
最
低

限
界
は
、

其

日

々

の
供

給

な
く

ん
ぱ
、

勢
働

力

の
負
櫓

者

即

ち
人
間

が
共

生
滑
行

程
を

新

に
す

る

こ

と
が
出
来

た

い
所

の

一
の
商

品

景

の
償

値

、
即

ち
肉

禮
上

訣
く

べ
か
ら
ぎ

る

生
活
資

料

の
側
値

に
依

っ

て
形

成

さ

れ
る
。

労
働

力

の
価
格

が
こ

り

殻
低

限
界

抱
低

落

す

る
時
は
、

そ
れ
は
勢

働

力

の
彼
位

以
下

に
低

落
す

る

澤
で

あ

る
。

何
故

な
れ

ば
勢
働

力

は
、

か
一

て
は

た

Ψ
不

具
的

形
態

に

於

て

の
み
維

持

さ
れ
慶

展
さ

れ
得

る

に
過

ぎ
ぬ

か
ら

.て
あ

る
o

然

る
に
各

商

口m
の
慣
値

は
、
其

商

品
を

尋
常

の
品
質

の
も

の
に
産
出

す

る

に
必
要

の

な
る

努
働
時

間

に
依

っ
て
決

定

さ
お

て
る

る
o」

『
勢
働

力

の
僧

位
は

、

亭
均
勢
働

者

の
習
慣
的

に

必
要
な

る

生
活
費

料

の
債
値

に

よ

っ
て
定

ま

る
o

こ

の
生

活
費
料

は
形
態

こ
そ
塑

は
れ
、

其

分
量

は

一
定

晩
食

の

】
定
時

代

に
於

て
信

一
元

し
て

み
る
。

鑓

っ
て
不
遜

の
大
き

さ

と
し

て
取
扱

ふ

べ
き

も

の
で

あ
る
。

塑

化
す

る

の
は

こ

の
分

み

量

の
偵
値

で
あ

る
。
』

`

℃

1)

2)

3)

Mars,Value,Pricea』,dProfit.NationalLob()urPressed.PP.4&一g.

(河 上 博 士 課 本 一 七 〇 一 三 頁 同 灘 に 嫁 る 以 下 同 じ)。
Marx,DasKapital,Bcl.工.S.128.(高 畠 氏 課 本 第 一 巷 第 一 珊 二 八 七 一 入

貢)。

Marx,a,a.0.pS.斗56,(高 畠 民 譚 本 第 一 巻 第 二 班 四 二 三 頁)o

.
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、狸

マ
多

ス
張

れ
ば
、
勢
働
力
の
橿

眞

か
・
所

の
も
の
旨

、
濁
身

働
者

の
生
活
資
料
が
あ
、
の

み
な
ら
す
・
勢
働
者
が

一
定
の
播

轟

を
習
得
す
・
に
必
要
な
・
贅

費
が
あ
・
。
難

・
關
し
警

左
の
如

く

云

ふ

。

『
一
般
的
な
矢

間
の
本
性
を
改
造
し
、

そ
が

是

の
篇

部
門
に
於
て
、
熟
練
ご
手
際
・
姦

得
し
て
、
螢

達
し
落

種
の
鴇

力
弩

・
や
　
早

・
・
は
、

一
定
の
修
馨

直

警

が
必
要
濡

る
。
そ
し
・
此
修
練

若
く
は
警

は
ま
喬

馨

債
の
大
奪

小
金

の
高
を
必
警

す
・
。
篇

力
の
複
種

の
大
小
。
贋

て
其

,

警

窪

墜

で
あ
・
・

マ

て
・
の
警

護

普
通
霧

働
力
暑

し
・
諜

。
の
小
額
で
。
あ
る
。
は
云

へ
、
そ
れ
の
生
産
に
支
出
さ
れ
セ
諸
橿
値

の
範
園
内
に
這
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
」

「
さ
れ
ば
國
民
的
諸
餐

を
綾

す
・
に
當
っ
て
は
、
勢
働
力
の
債
築

小
に
於
け
轟

化
を
決
穿

至

切

労
働
者

の
漱
育

の
諸
原
匹
、
即
ち
自
然
的
並
に
歴
史
的
に

費
擁
し
陀
る
第

一
次
生
活
必
要
口叩
の
慣
格
及
範
園
、

賎

婦
人
並
に
見
幕

働
の
役
割
屡

働
の
生
産
力
、
勢
働
の
時
間
的
並
に
集

的
大
小
等
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら

り

.

蝕

。
』
証

)

な
ほ
豊

に
就
て
は
・
奮

の
日
・
於
て
羅

勢
勢

、
雑

徭

力
を
考
慮
す
藤

,
詳
し
く
婆

所
あ
る

で

あ

ら

う

。

(註
)『
然
ら
ば
労
働
(
力
)
そ
の
も

の
」
生
産
費
と
は
何
で
あ
る
か
?

の

そ
れ
は
・
欝

者
募

製

も

星

計
善

む
・

め
・
号

彼
募

働
喬

警

す
・
た
め
、
必
要
喜

ら
る

、
費
用
で
あ
。
。
』

『
そ
れ
の
み
な
ら
ず

彼

の
勢
働
力
を
蓬

喜

・

一
定

・
轟

・
習
得
す
・
甕

に
は
、
催

・
他

・
部
分
が
費

・、れ
な
け
盤

。
、
ぬ
。
尤

設

苑

マ
ル
ζ

駐

器
.

筆

八
隻

第
五
號

三

五
)

九
九
七

1)
2)

3)

Marx,a.a.0,,S.127..(高 畠 氏 言睾本 回 春 第 二 冊 二 八 五 一 六 頁)。

M。.x,。.。.0.,.S,494.(高 畠 氏 課 本 第 一彊 第 二 冊 五 〇 三 頁)・
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、

詑

苑

マ
ル
・

あ

答

論

,

筆

八
巻

(第
五
號

一
三
六
)

圭

八

五

R
。
の
,
的
漏

っ
。
量

筆

募

働
・
考
慮
す
れ
ば
香

る
。
さ
う
し
て
此
等
…

表

育
・
窪

・
窶

す
善

用
は
段
々
と
其
額

を
減

じ

つ
」
あ
る
o
』

新
あ

ぞ

、

・
ル
ク
・
に
依
れ
ば
、

労
働
力
の
債
値
決
定
に
與

か
る
所
の
生
活
費
替

は
・
、決
し
て
自
然

的
.
生

理
的
、
個

々
的

の
も

の

に
非

ら
す
し

て
、
歴
史

的
、
道

徳
的
、
可
動

的
の
し
の
で
あ

る
の
で
あ

る
が
、

こ

の

こ
ご
は
、
彼

が
労

働
力

の
債
値
を
文
化
的
肚
會
的

に
決
定

せ
ん

こ
す

る
こ
ご
を
意

味
す

る
も
の
で
あ

っ
て
、
吾

々
は

こ
れ

に
よ
り
、

多

亥

の
謂

ふ
所

の
儂
値
内

容

の
如
何

な

・
も

の
な

る
か
を

想
像
す

る
こ
ご
が
出

来

る
の

で
あ
る
。
而
し
て
勢
働
力
の
償
値
決
定

に
與
か
る
所
の
生
活
資
料
が
、
勢
賃
學
説
史
上
、
自
然
的
生
理
的
な

る
そ

れ
を
意
味
す
・
,
、
・
　

襲

、
、
歴
嵩

道
欝

の
そ
れ
を
意
味
す
・
に
至
つ
尊

・
・
に

　

・
欝

力
の
便
値

内
容
が
如
何

に
墾
化
す
る
に
至
つ
把
か
は
、
既
に
私
が
拙
稿

『客
観
的
勢
賃
説
の
史
的
螢
展
」
に
於
て
、

チ
ュ
ル
ゴ

入

り
カ
。
ド
、
及
び

多

ク
覇

期
の
勢
賃
論
に
就
て
若
干
詳
述
し
て
置
い
た
所
で

あ
る
・

口
或
る

是

種
類
の
落

力
・
欝

・
、
蕃

蟹

罫

蓉

或
・

[
定
の
生
活
資
料
の
欝

で
あ
る
・

、或
ゑ

姦

類
の
商
、叩
の
債
値
は
、
其
商
品
の
窪

養

際
摘

・
的
・
窺

せ
ら
れ
た
る
蕩

の
盆

里
如
何

。
、關
係
な
く
、
そ
れ
は
蕎

類
の
商
品
の
窪

接

現
ぜ
ら
・
べ
き
、
肚
會
的
・
必
要
な
皐

舞

働
の
盆

磐

,
は
時
間
を
膿
現
せ
・
も
の
・
し
・
、
吐
會
的
普
遍
曽

決
定
せ
ら
・
・
も
の
で
あ
・
・
い
ふ
」

需

品
の
債

値
決
定
に
關
す
る
命
題
は
、
同
誉

萄

力
の
橿

決
定
の
場
倉

も
當
て
警

・
・
即
叢

・

憂

種
類
の
勢

働
力
は
、
假
盆

・
的
に
・
、
種
・
異
な
つ
募

働
雰

量
、
即
ち
生
活
資
料
に
含
ま
る
券

量
姦

化
し
て
み

る
。
も
、
.潜

値
は
、
肚
會
的
に
必
要
な
皐

均
生
婆

料
の
贋
暫

し
て
現
は
さ
れ
る
・
例

へ
ば
紡
績
勢
働
者

1) ,M・rx,V・1・e,P・icea・ ・dP・ ・fitPP・3。 一L(河 上 博 士 ・課本 一 三 一 頁)
。
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、

r

,

の
勢
働
力

の
債
値
は
、
個
々
的
な
る
紡
績
労
働
者
の
生
活
資
料
幾
何
に
關
係
な
く
、
成
る

一
定
の
時
、
所
に
於
て

は
、
肚
曾
的
に
普
遍
的
な
る

一
様
の
債
値
を

有

っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
.
マ
ル
ク
ス
は
斯
様
に
考

へ
把
の
で
あ
る

が
、
此
立
合
は
、
個

々
の
労
働
力
ヌ
は
個
有
企
業
に
於
け
る

一
群
の
労
働
力
に
就
て
、
個
々
的
に
勢
働
(カ
)
の
債

値
、
債

格
を

求

め
ん

・
す

る
立
場

ご
反
封

に
立

っ
て

み
る
。

多

ク
ス
に
依

れ
ば
、

肚
會

の
型
態

が
登
達

し
て
、

勢
働
力
の
外
何
物
を
も
有
π
担
勢
働
者
が
曇
生
し
て
来
る
ご
、
勢

働
力

は
只
之
を
責
ら
ん
が
た
め
に
生
産

さ
れ
る

ご
観
念

せ
ら
れ
て
、
他
の
商
品
ご
同
じ
く
流
通
行
程

に
現
は
れ
る
こ
ご
、
な
る
。
し
か
る
時
は
、
或
る
同
種
類
の

劣
働
力
の
橿
値
は
、
個
々
的
な
る
具
艦
的
な
る
使
用
便
値
若
く
は
敷
用
よ
り
離
る
、
は
勿
論
、
そ
の
個
々
的
な
る

勢
動
力
の
生
産
費
よ
り
離
れ
て
、
そ
こ
に
肚
會
的
普
遍
的
な
る
標
準
的
労
働
力

の
客
観
的
な
る
債
値
の
概
念
が
想

定
せ
ら
る
、
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
ゆ
猶
ほ
こ
の

マ
川
ク
ス
の
態
度
は
、
労
働
(カ
)
の
償
値
を
そ
の
限
界
的
生
産

費

に
よ
り
決
定
せ
ん
こ
す
る
立
場
こ
も
、
反
醤

に
立

っ
て
る
る
こ
ご
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
の
。

し
か
し
乍
ら
右
に
云
ふ
所
は
、
或
る

一
定
の
同
じ
種
類
霧

働
か
に
就
て

碁

っ
て
、
異
な
れ
・
轟

の
鶴

力

に
就

て
は
、

か
く

凌
乱
こ
ご
が
出
来

な

い
。

異
な

れ

る
種
類

の
勢
働
力

は
、

各

々
そ
れ
が
生
産

に
必
要

な
る
、

相
互
に
異
な
れ
る
勢
働
の
分
量
、
即
ち
生
活
資
料
の
分
量

に
依
っ
て
、
其
債
値
を
決
定
さ
れ
る
。

多

ク
ス
は
こ

の
黙

に
就

て
左

の
如

く
云

っ
て
み

る
。

『
し

か
し

此
機
會

に
述

べ
て
畳

か
ね
ば
な
ら

臆

こ

ご
は
、
異

な
れ

る
質

の
労

働
を
生
産
す

る
農

用
は
同

じ
で
な

い
か
ら
、
從

っ
て

種

々
の
事
業

に
使
用

せ
ら

る
、

勢

働
力
の
債
値
も
亦

相
違

し
な
け
れ

ば
な
ら

海

ご
云

ふ
こ
ざ

.

だ
。
だ

が
ら
勢
賃

の
中
等
を
要

求
す

る
叫
聲
は
、

一
の
謬
想

に
本

つ
く

も
の
で
、

そ
れ

は
到
底
實

現

さ
れ
得
ざ

る

説

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論
.

第
十
入
巻

(第
五
號

=
二
七
)

九
九
九



ψ

設

茄
〃

マ
ル
ク
ス
の
軸労
賃
塾㎜

第
十
入
{岱

(第
五
號

一
三
八
)
一
〇
〇
〇

無

稽

の
願
望
だ
。

そ
れ
は
前
提

を
受

け

入
れ

て
而
も

結
論
を
避

け
ん

ご
す

る
、

か
の
謬
れ

る
且
.つ
淺
薄

な

る
急
進

論

の
所
産
で
あ

る
。
勢
賃
制
度

の
基

礎

の
上
で

は
、

労
働
力

は

　
切

の
他

の
商

品

の
其
れ

の
如

く
決
定

さ
れ
る
。

さ
う
し

て
異
な

れ
る
種
類

の
勢

働
力

は
異
な
れ

る
便

値

を
有
す

る
が
故

に
、
即

ち
其

等

の
生
産

に
異
な

れ

る
分

量

の
勢

働
を
必
要

こ
す

る
が
故

に
、
其
筈

の
も
の

は
勢

働
市
場

に
於

て
異

な
れ
る
償
格

を
附

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

の
。

勢
賃
制
度

の
基
礎
の
上
に
立

っ
て
孕
等

の
報
酬
を
要
求
す
る
の
は
、
1

或
は
軍
に
公
中
の
報
酬
を
要
求
す
る
の

け

さ

へ
一

そ
れ

は
奴

隷
制
度

の
基
礎

の
上
に
立

っ
て
自

由
を
要
求
す

る
の

こ
同

じ
で
あ

る
。

-
…
…

」

う

め
モ

あ
エ

に

よ
り
多
く

の
勢

働
を
支
出
す

る
高
級
勢

働
力

は

、
よ
り
多
く

の
勢

働
を
、
生
活
資

料
を
、
そ

の
生

産

に
費
消

し

て
み
る
。
從

っ
て
そ
の
儂
値

は
高

い
。
.

・
.

マ
ル
ク

ス
に
在

っ
て
は
、
商
品

の
債
値

は
社
倉

的

に
必
要
な

る
人
間
勢
働

の
分
量

に
依

っ
て
決
定

せ
ら
る
、

ご

云

ふ
の
で
あ

っ
て
、
即
ち
抽
象
的
人
間
労
働

の
み
が

(有

用
釣
具
艦

的
勢

働
に
封

ず
)便

値

の
構
成

に
與

か
る
も
の

こ
さ
れ
、
勢

働

の
異
質
を
排
し

て
其
質

的
軍
純
化

が

主
張

せ
ら
れ

て
る

る
。
而

し
て
彼

は
労

働
を

か
く
質

的
に
同

]
で
あ

る
抽
象
的
人
間
勢

働

に
還
元
し

だ
る
後
、

只

量
的

に
債

値

の
大

小
を
測

定
し

や
う

こ
す

る
。

か
く

て
袴
雑

労

働
若

く
堅

目同
級
労

働

が
、
孕
均
的
な

る
軍
縞
鯵

働

に
量
的

に
比
較

せ
ら

る
、
こ
ご
に
な

る
。
本
節

の
コ

に
於

て

】
言
し
た
所
の
、
異
種
類
の
労
働
力

が

そ
れ
く

異
な
れ
る
債
値
を

有
す
る
こ
ご
は
、
右
述

べ
た
る

意
味
に
於

て
、
そ
れ
等
が
只
量
的
に
の
み
考
量
さ
れ
た
る
結
果
な
の
で
あ
る
。

今
此
問
題
に
就
て
若
干
の
考
察
を
試
み
ん
に
、
複
雑
勢
働
若
く
は
高
級
勢
働
を
支
出
す

る
勢
働
力

の
債
値
は
、

も

も

も

も

よ

り
軍
純
な

る
勢

働
を
支

出
す

る
勢

働
力

の
儂
値

よ

り
、

よ
b
.
一
層
人

な
る
も

の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
前
者
が
後

、

ド

】)Mars,Value,PricemadProfi亡,p.30.(河 よ 博 士 鐸 本 一 三 一 ・一 二 頁)o



"

曲

者
よ
り
が

多
く
の
趨

婁

出
宏

が
爲
…

芸

は
ん
　

は
其
窪

・
が

多
く
霧

禦

叢

さ

れ
て

る
る
か
ら
で
あ

る
ご
云

ふ

べ
き
で
あ
る
。
彼

は

云

ふ
。

湿

會
果

寡

働
・
比
べ
・
ボ
ボ
高
級
な
、
ガ

簾

な
嵩

ご
看
做
さ
れ
・
笛

は
輩

純
募

勧
誘

も

も

場
合
　

も
・
が

高

・
警

禦

入
・
込

み
、
其
生
産

・
は
　

多
読

篇

時
票

か
、
,
、
随

つ
。
　

高

い
擬

を
有
し
て
ゐ
・

雰

働
力
の
示
現
で
あ
・
。

・
の
カ

の
債
値
が
　

順

。
き
は
、

、
の
カ

は
陥

っ
町

苑

が

高
級
の
勢
働
に
示
現
・
れ
、
随

っ
て
同
じ
期
間

に
於
て
は
、
比
較
的
よ
り
高

極

値
に
窺

。
れ

る
。
」

『
し
か
し
が

蔑

の
活
力

・
、
が

大
な
・

鐸

の
重
誓

を

有

っ
て
居
・
　

し
て
、
嵩

的
水
準
以
上

に
傑
出
せ
る
難

篇

・
就
・
は
ど
　
で
あ
・
か
…

の
種
の
復
讐

働
も
・
れ
を
畿

す
、
軍
純
葛

巻

解
す
る
こ
嘉

出
水
・
・
即
ち
羅

労
働
堅

ゲ
高

い
強
度
を
享

箪

純
篇

に
外
な
ら
な
い
。
從
つ
。
例
へ

り
　

ば
複
彗

働
の

百

は
、
羅

労
働
の
三
日
に
匹
敵
す
る
の
で
あ
・
。
」
(駐
)

以
上
引
用
す
る
所

に
よ
り
、
複
雑
勢
働
ご
単
純
労
働
ご
を
封
立
さ
せ
る
意
義
が
、
大
盤
瞭
ら
か
に
な

つ
陀
ご
思

ふ
の
で
め
る
が
、
こ
の
二
つ
の
劃
立
が
、
具
盟
的
有
用
労
働
ご
抽
象
的
人
間
労
働
ご
の
封
立
ご
、
如
何
な
る
鮎
に

於
て
異
な
る
か
・
・
前
・
;
・し
・
お
・
把
。
薯

の
婁

は
婆

酌
人
嬰

働
の
中
・
於
け
」る
そ
れ
で
あ
。
。

復

籍

鴇

牽

純
蕎

あ

婁

は
、
肉
離

嵩

繕

欝

穂

あ

多
、れ
ご
、
同
じ
-
な
い
、
ご
底

意
し
な
け

れ
ば
な

ら

の
。

(
註
)
同
・
嚢

暑

・
・
章
・
凸

・
引
用
せ
る
も
・
爽

、
他

・
個
所
・
・
景

さ
・
る
。
昂
、
り
三

・
・
引
用
紹
介
す
る
こ
と
左

の
如
し
P

『
他
方

に

各
椹

形
成
行
程

に
於
・
・
ボ

高
馨

勢
讐

常
紅

會
的
睾

募

鯉

約
元
さ
巽

け
往

・
ら
ぬ
。
高
級
盆

百

は
、

読

苑

マ
ル
孟

霧

賃
論

ト

第

+
入
谷

(第
義

一
・元

二

。
2

・)Marx,D・ ・K・pi・ ・1,Bd・1,v・11　 ・s・S・ ・5・・(舳 曜 櫛 一.禅 一 鵬

四 〇 一 一 頁)。
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F

誰

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

第
+
入
巻

(第
五
號

一
四
〇
と

○
○

二

例

へ
ば
羅

勢
量

百

に
胸
元

さ
れ
な
け
れ
げ
な
ら
ぬ
。

…

王

乳

ば
資
本
に
使
用
き
れ
る
勢
働

者
は
、
輩
純
な
る
肚
會
的
準
均
勢
働
を
す
る

も

の
と
假
寇
す
る
・
と
援

っ
て
、
我
々
縁

計
な
運
算
を
省

碁

解
を
簡
覆

す
る
の
で
む
高

し

ヤ

も

へ

も

た

も

し

カ

『
複
雑
な
る
勢
働

は
畢
竟
只
張

め
ら
れ
た

(眉
o
↓Φ
目
N冨
=
Φ
)

或
は
寧

ろ
倍
加
し
た

〔ヨ
三
隅
且
向島
o
ユ
①
)
革
紐
勢
働
と
し
て
麺

屈
す
る

の
猷
で
あ

る
。
随
っ
て
少
書

難

薔

は
多
量
の
轟

勢
働
馨

し
き
あ

で
あ
る
。
此
餐

が
絶
へ
ず
行
は
れ
・
・
と
暴

験
の
示
す
所
で
葛

』

の
高
目㎜
は
最
も
複
雑
な
る
勢
働

の
所
産
で
あ
ら
う
と
も
、
其
便
値

は
そ
れ
を
軍
純
勢
働

の
生
産
物
と
等
し
か
ら
し
め
、

か
く
て
み
つ
か
ら
単
純
勢

働

の

一
定

の
量
を
代
表
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
勢
働

の
各
異
な
れ
る
種
類
が
、
其
尺
度
単
位
と
し
て
の
単
純
勢
働
に

換
算

せ
ら
る
、

種
々
な
る
比
例

は
、
生
産
者

の
背
後
に
於
け
る
肚
會
的

行
程
に
依

っ
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
、
随

っ
て
生
産
者

に
と
っ
て
は
、
習
慣

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
や
う

に
見
.殴
る
。
以
界
論
旨

の
簡
明
を
期
す
る
た
め
、
各
種

の
努
働
力
を
直
ち
に
単
純
な
る
劣
働
力
と
看
做
す
。
但
し
ζ
れ
は
唯
だ
換
算
の
勢
を
省

く

ユ

丈

け
に

過
ぎ

ぬ
。
』

以
上
述

べ
把
る
こ
こ
ろ
に
依
り
、
私
は
、
労
働
力

の
償
値
が
如
何
に
決
定
せ
ら
る
、
か
に
つ
い
て
、

マ
ル
ク
ス

の
説
く
所
を
大
騰
瞭
ら
か
に
す
る
を
得
把
か
ご
思
ふ
。

既
.に
述

べ
た
る
所

に
よ
り
知
ら
る
、
如
く
、
勢
働
力
の
債
値
は
勢
働
者
の
生
活
資
料
の
債
値
に
依

っ
て
決
定

せ

ら
れ
、
而
し
て
勢
賃
は
労
働
力
の
偵
格
で
あ
る
か
ら
、
生
活
資
料
の
便
値
が
上
れ
ば
勢
働
力

の
債
僧
徒

っ
て
文
勢

賃
は
上
り
、
そ
れ
ご
反
射
に
生
活
資
料
の
償
値
が
下
れ
ば
労
働
力

の
債
値
從

っ
て
ヌ
勢
賃
は
下
る
の
で
あ
る
が
、

.

然

ら
ば
現
今
の
生
産
方
法
の
下

に
於
て
、
労

働
力
の
債
値

の
肚
會
的
縛
慣
値
に
封
ず
る
割
合
關
係
は
如
何
で
め
る

ウカ
?

こ
の
こ
ご
は

マ
ル
ノ
ス
の
所
謂

相
射
的
蘇
剰

贋
値

の
生
産

の
問

題

に
關
嚇

す

る
所

で
あ

っ
て
、

私
は
既

に

と

拙
稿
『
勢
働
生
産
力
ご
労
賃
」
に
於
て

可
成
詳
し
く

論
じ
て
置

い
把

所
で
あ
る
が
、
要
す

る
に

マ
ル
ク
ス
に
依
れ

ば
、
現
今

の
資
本
主
義
制
生
産
方
法
の
下
に
於
て
は
、
大
規
模
生
産
、
資
本

の
集
中
及
勢
働
の
結
合
、
分
業
の
螢

工)

2)

3)

Marx・DasIくapilaI・Bd・1・VQ】ksaus・S.巧3..(高 畠 氏 課 本 第 一 谷 第 一 冊 三

四 三 頁)。

Marx,a.a.0.、S.II-2.(高 畠 民 罪 本 同 舟 二 一 一 二 頁)。
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達
、
・
凡
ゆ
る
機
械
器
具
の
磯
明
螢
児
等

の
結
果
、
労

働
の
生
産
力
は
益
々
増
大
し
、
生
産
物
の
慣
値
は
下
落
し
、

從

っ
て
労
働
者
の
生
活
資
料
の

債
値
は
下
が
り
、
勢
働
力
の
債
値
随

っ
て

勢
賃
は

そ
れ
に
件
ひ

下
落
す
る
に
至

る
、
即
ち
勢
働
生
産
力

の
増
大
に
逆
比
例
に
勢
賃
は
下
落
す
る
の
で
あ

っ
て
、
勢
働
者
の
生
活
資
料
の
分
量
は
絶

射
的
に
は
不
動
で
あ
る
こ
し
て
も
、
ヌ
は
幾
分
か
増
加
す
る
こ
ご
が
為
を

し
て
も
、
そ
の
債
値
量
は
耐
食
的
生

毒
物
の
総
儂
値
量

に
比
較
し
て
相
対
的

に
減
少
す
る
こ
ご
、
な
る
の
で
め
る
。
か
く
て
彼
れ
の
勢
賃

の
基
本
的
法

則
(即
ち
労
働
力
の
傾
値
法
則
)
は
、
砒
會
所
得
分
配
の
關
係
よ
り
見
て
、
勢
働
者
階
級
に
謝
し
、
極
め
て
悲
観
的

な

る
も
の
こ
云
は
ね
ば
な
ら

の
。

(餓

論
)

右
述

べ
起
る
所
の

ヤ
ル
ク
ス
の
勢
働
力
の
偵
値
法
則
は
、
リ
カ
ア
ド

に
於
て
は
一

真
内
容

に
於

て
著
し
く
異
な

っ
て
は
み
る
が
V
l

労
働
の
自
然
償
格
に
就
て
の
法
則
ご
な
っ
て
現
は
れ
て
る
る
。
而
し
て
此

の
リ
カ

ァ
ド
の
抽
象
的

に
し

て
自
然
法

則
的
な

る
勢

賃
法

則

に
封

し
て
は
、
其

後
幾
多

の
反
封
説

が
現
は
れ
セ
。

古
く
は
凋
逸
歴
史
涙
、
近
く

は
デ
ィ
1

ル
、
シ
ュ
ト

ル

ッ

マ
ン
等

の
所
謂

耽
會
的
法
的
経
濟
學

涙
は
共

に
、

か

、
る

抽
象
的
勢
賃
法
則

の
経
済
學

に
於

て
許
容
し
難

き

こ
ご
を
主
張

し

て
み

る
。
例

へ
ば
デ

ィ
ー

〃
は
、
複

蕪
極

つ
な

き
勢
賃

現
象

の
裡

に
軍

】
な

る
抽
象
的
労
賃
法

則
を

螢
見

せ
ん

ざ
す

る
は
到
底

不
可
能

で
あ

る
、

た

.
一
定

の
吐

會
形
態

に
於

け

る
法
的

肚
會
的
事
象

に
制

約
せ
ら
れ

祀

る
勢
賃

運
動
切

機
達
傾
向

(団
コ
護

.匹
・
昌
・,
.陣。昌
住
。昌
、.巨
)
、

若
く
.は
規

則
性

(園
。
⑳
亀
目
叫
婁

讐
窪
窪

)
を
見
出
し
得

る
の
み
で
あ

み
、

ご
云

ふ
。
な

る
程
、

正
統
學

派
の
、

殊

に

ソ

カ
ァ
ド

の
労

賃
法
則

の
如
く
、
私
有

財
産
制
度
、

自
由
契
約
、
自
由
競

争
な
ど

の
如

き
肚
會
制

度
の
歴
史
的
性

読

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論
.

第
十
八
巷

(第
五
號

一
四
】
)
一
〇
〇
三

1)Diehl,1(.,Theore亡ischeN孔tionalbkonomie,Einlei亡ungin.dieNational・

6konomie,1916,S.195-6,399飢
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読

苑

マ
ル
ク
ス
の
勢
賃
論

第
†
八
省

(第
五
號

一
四
二
)
一
〇
〇
四

賀
を
意
識
す

る

こ
ご
な
く
し

て
、

そ
の
裡

に
生

起

せ
る
労
賃

現
象

か
ら
抽
象

し

把
る
勢
賃
法

則
は
、
多

分

に
自

然

法

則
な

る
色

彩
を
有

っ
て
み
る
こ
ご
は
雫
は
れ
な

い
。

そ
う

し
て
そ
れ

が
経
済
學

に
於

て
許

さ
る

ぱ
き
も
の
で
な

い
こ
ご
も
明
ら

か
で
め
る
o

し

か
し
乍

ら
、
右

ご
同

様
な

る
非
難

が

マ
ル
ク
ス
の
謂

ふ
所

の
勢
賃

法

則
に
就

て
も
値

ひ
す

る

ご
ば
云

ふ
こ
ご

が
出
来

な

い
。
彼

は
復
日
ら
、

凡
ゆ
る
肚
會
制

度

に
安
當
な

る
抽
象

的
経
濟

法
則

の
存
在
を
否
認

し
て
み

る
。

こ

の

こ
ご
は
彼

が
、
「
資
本
論
」
第

【
谷
第

二
版

の
彼
れ

の
序
文
中

に
引

用

せ
お
、

而
し

て
彼
自
身
裏

書
き

せ
る
、

左

の
章
句

に
よ
っ
て
も

明
か
で
あ
る
。

「
し

か
し
乍

ら
人
或
は

言

ふ
で
あ
ら
う
。

経
済
上

の

】
般
的

諸
法
則
は
、

そ
れ
が
現
在

に
慮
用

さ
れ

る
ご
過
去

に
癒
用

さ
れ

る

ご
を
問

は
す
、
絡

て
同

一
の
も

の
で

あ

る
ご
。

こ
れ

こ
そ

マ
ル
ク

ス
が
断

然
否
認
す

る
ご

こ
ろ
で

あ

る
。

マ
ル
グ

ス
に
依
れ
ば
、
.か
く

の
如
き
抽

象
的

法
則
は
存
在

せ
鍛
の
で
あ
る
。

・…

…
・・彼

の
説

に
よ
れ

ば
、

却

っ
て
反
射

に
、
総

て
の
歴
史
的
時
期

は
、

い
つ
れ

も

そ
の
濁
特

の
諸

法
則
を

有
し
て
み

る
。

・:
…
…
人
類

の
生

活
が

一
定

の
獲
達
時

期
を

越
え

る
ご
同
時

に
、

即
ち

一
の
段
階

か
ら
他

の
段
階

に
進

み
入

る
ご
同

時

に
、

そ
れ

は

叉

從
來

ご
は
別
箇

の
諸
法
則

に
支

配

さ
れ
始
ま

る
。

…
…
…

…
…
…
誓
維
{濟
學
涙

が
纒
濟

的
諸
法
則
を
物

理
化

の

塵
・の
諸
法

則
に
擬

し
花

の
は
、
蚕

く
そ
の
性
質

を
無

視
し
た
も

の
で
あ

る
。
」

こ
の

マ
ル
ク
ス
の
立
場

は
、
巳

に

一
般

に
知

ら
る

、
所

で
あ

っ
て
今

更
呶

々
す

る
迄

も
あ
る
ま

い
。

か
く

マ
ル
ク
ス
は
、
総

ゆ

る
肚
曾

の
登
達
形

態
に

委
當

な

る
経
済
法
則

の
存
在
を

否
認
.す

る
も

の
で
あ

る
が
、

し
か
し
彼

が
、
或

る

「
定

の
歴
史

的
螢
達
段

階

に
於

け
る
輝
濟

現
象

の
裡

に
、
そ

の
登
達
段
階

の
基
本

的
性
質

に

1)拙 稿r客 観 的 勢 賃論 の史 的戦 展 』(本誌 第+八 巻 第 四號 所 載)参 照 。

2)Marx,DasKapita.1,as.1、Volk5au5.2Au乱'sVorwor亡.(高 畠 氏課 本 節一

卷 第 一 腸序 八 頁)D
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制
約

せ
ら
砦

・
・
而
し
・
そ
の
現
饗

の
み
書

な
・
、

一
種
の
嬢

的
経
濟
法
則
の
存
在
を
箏

る
も
の
で

あ
る
こ
墓

看
過
し
て
は
な
ら
な
い
・
例

へ
ば
彼
は
、

一
の
歴
嵩

窪

階
段
で
あ
・
所

の
商
.嬰

換

肚
會

(資

奎

藷

會
も
そ
の

三

の
裡

星

起
す
・
籍

現
象

　

、
そ
鶏

舎
の
内
的
茱

的
性
質

窺

制
せ
ら
れ

砦

・
而
し
て
そ
の
現
象

・
の
み
露

な
・

あ

債
値
法
則
を
抽
象
し
や
う
手

・
。
そ
・つ
し
て
彼
は
、
か
、
、

穰

法
則
を
」

の
商
・嬰

換
現
象
で
あ
・
所
の
雀

現
象
の
裡
・
見
出
さ
う
三

・
、
,
れ
を
以
上
述

至

る

が
恕

・
葛

力
の
橿

法
則
・
於
・
見
出
し
お

で
あ
・
。
麗

派
讐

學
・
姑
籍

さ
、
法
盟

會
讐

學

派
が
・
因
果
的
自
然
蜀

的
な
・
架

的
讐

法
則
を
排
す
・
は
・
し
、
鰹

る
環

鶏

範
霧

賃
法
則
を
認

め
ざ
ら
ん

こ
す

る
に
急
な

る
は
、

吾

々
の
遽

か
に
賛

成
す

る
こ
ご
能

は
ざ

る
所

で
あ

る
。

以
上
述

べ
起
る
所
断
、

マ
ル
ク
ス
の
謂

ふ
所
の
労
賃
の
基
本
的
法
則
、
.即
ち
勢
働
力
の
債
値
法
則
に
就

て
や
あ

る
が
・

右

の
法
則

の
外

に
彼

は
、

現
寡

賃

の
法
則

を
取
扱

ふ
…

を
忘

れ
.な
か

つ
把
。

多
、・つ
し

て

、
の
法

則
を

瞭

ら
か

に
す

る
・
昌

・
労

働
力

の
債
値

が

如
何

に
し

て

實

現
す

る
か
の

問

題
を
成
す
、

。
多

ス
に
あ
り

て

は
、
労

働
力
の
債
値
は
必
然
的
に
現
實

に
そ
の
ま
、
債
格

に
實
現
す
る
も
の
で
は
な

い
、
債
値
は
債
格

ご
常

に

一

致
す
る
も
の
で
は
な
い
・
環

機

警

離
れ
得
・
。
餐

墾

欝

力
の
籍

・
、
鷺

力
籍

す
る
霧

が

其
供
給
邉

過
す
・
時
は
・
其
据

　

離
れ
て
吉

、
其
供
給
が
需
誓

慧

す
る
時
は
、
蓋

値
よ
り
下
が

る
・
現
實
の
妻

は
そ
の
孰
れ
か
の
場
合
で
あ
…

妥

善
導

す
る
。
勢
勢

の
盤

属

格
が

藪

す
る
、

ご
・
即
ち
蕎

繁

そ
の
ミ

籍

旨

現
せ
ら
…

薩

、
努
働
力
編

す
・
霧

長

給
。
が
墾

致
し

設

苑

Σ

ζ

の
書

論

第
+
蓉

(第
五
號

西

=一と

o
O
五

■



睨

苑

マ
ル
・
・
の
書

論

筆

蓉

(第
五
號

西

四
)

一
〇
〇
六

た
る
時
に
限
ら
れ
る
ご
云
ふ
。
唯
だ
し
か
し
贋
値

ご
儂
格

こ
の
観
念
を
勢
働
力
な
む
商
品
に
認

め
、
其
債
値

よ
り

贋
格
を
説
明
せ
ん
与

る
か
ら
に
は
.
常
盤

に
催
合
外
部
的
事
情

に
よ
り
、
勢
働
力

の
債
格
が
慣
値
よ
り
離
れ
て

そ
れ
を
上
下
す

る
こ
ご
あ
る
も
、

結
局
債
絡

の
本
質

的

に
債
値

に
よ
り
支
配

せ
ら

る
、
も

の
な

る

こ
ご
を

否
認
す

る
も

の
で
な

い
こ
ご
は
勿
論

で
あ
る
。

、

而
し

て
現
今

の
資

本
主
義
制
生
産
方

法
の
下

に
於

て
、
勢
働
力
な

る
商

品
の
便
格

は
、
其
債

値

に
支
配

さ
れ

つ

つ
、
而

も
如
何

に
し

て
、

何
故

に
、
そ
れ

よ
り
離

る

、
か
?

こ
の
理
由
を
説

明
す

る
こ
ご
は
、
資

本
主
義
制

生

産
方
法

の
下

に
於

け

る
勢

働
力

に
謝
す

る
需
要

供
給

に
よ
り
動

ぐ
所

の
、

、現
實

劣
賃

に
就

て
の
法

則

(
こ
の
労
賃

の
霜
覆

給
法
則
の
歴
史
的
性
質
を
瞭
ら
か
に
し
や
　
こ
し
た
の
は
、
唯

マ
ル
・
三

人
の
み
で
あ

る
)
を
闡
明

す

る
所
以
で
あ

っ
て
、

マ
ル
ク
ス
は
、

そ
れ
を
「
資
本

論
」
第

「
巻
第

二
十
三
章
資

本
制
蓄
積

の

「
般

的
法
則

の
下

に
於

て
、
詳

..
に
論
究
し

て
み
る
。
私

は
左
に
節
を

改

め
て
そ
れ
を
考

察
す

る
で
あ

ら
う
・

り


